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発表時間 :[一 般 演 題 ]発 表 6分 ・討論 5分

[ワークショップ]発 表 7分 ・総合討論 25分
*演 者の方は時間厳守でお願い致します

会場費 :
スライト
・
受付

3,000円
:発 表 20分 前までに提出して下さい

スライ ド枚数 については特 に制限は致 してお

りませんが発表時間内に収 まる事 を厳守 して

下さい。
:35mm l台 を用意します。
11月 24日 (金)19:00か ら、鳳凰の間 (研究

会会場隣)で 行います。
懇親会参加費 :2,000円

フ
°
Elシ・ェクター

懇親会 :

会 長 :

事務局 :
朔 啓二郎 (福岡大学医学部内科学第二)

第 22回 心筋生検研究会 事務局

福岡大学医学部内科学第二

岡部 員典 。田代 英 一郎
〒8140180福 岡市城南区七隈 7-451
TEL:092-801-101l  FAX:092-865-2692

-1-



11月 24日 (金)

開会の辞 (会長挨拶)12:45-12:49

-11序む月「 f7」 12:イ9-13:55

座 長 :梶原 博毅 (広島大学医学部保健学科基礎理学療法学)

大川真一郎 (東京女子医科大学第二病院内科)

(1)高 齢者心アミロイ ドーシス (心室型)の 臨床病理学的特徴

千田宏司 (東京都老人医療センター循環器科)、 沢辺元司 (同病

理部)、 大川真一郎 (東京女子医科大学附属第二病院内科)

(2)多 数の多核巨細胞の出現を心臓に認めたAAア ミロイ ドーシ

スの 1例

福原慎也、由谷親夫 (国立循環器病センター臨床検査部病理)、

土肥和紘 (奈良県立医科大学第 1内科)、 小西 登 (同2病理)

(3)心 内膜心筋生検でのみ診断し得た、心房頻拍合併原発性心ア

ミロイ ドーシスの一例

岡田寛之、山内康照、蜂谷 仁、芳賀貴章、関口幸夫、佐藤 明、

是永正義、青沼和隆 (横須賀共済病院循環器センター内科)、

自井隆則 (九段坂病院内科)、 西川俊郎 (東京女子医科大学病院

病理)、 廣江道昭 (青梅市立病院)

(4)興 味ある所見を認めた若年者冠状動脈血栓症の 2症 例

濱松晶彦 (東京都監察医務院)、 千田宏司 (東京都老人医療セン

ター循環器)、 新井冨生、沢辺元司 (同病理)

(5)弁 下部より突出した可動性石灰化血栓により大動脈弁穿孔を

来した 1治 験例

河合祥雄、鈴木宏昌、杢野浩司、岡崎真也、福間晴子 (順天堂大

学医学部循環器内科)、 南 和、細田泰之 (同胸部外科)、

岡田了三 (パース看護短期大学)
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(6)血 球貧食症候群における心筋病変について

豊崎哲也、廣島健三、伊豫田 明、芳賀由紀子、大和田英美 (千

葉大学医学部附属肺癌研究施設病理研究部門)、 瀬戸洋平、

神田順二 (旭中央病院内科)

一減ぞオ=撮夏 f2」13:5「 1415θ

座 長 :岡部 員典 (福岡大学医学部内科学第二)

河合 祥雄 (順天堂大学医学部循環器内科)

(7)心 内膜心筋生検所見にて弾性繊維の増殖を伴う心内膜の肥厚

を認めた 1症 例

中村夏樹、鈴木 達、渡辺圭祐、田中秀憲、中尾 宏 (新別府病

院循環器科)

(8)軽 症のデスミン型心筋症で長期生存した一剖検例

白石淳一 (東京女子医科歯科大学医学部分子免疫病理)、

根本哲夫 (同病院病理部)、 今野和典 (同呼吸器科)、 田中道雄
(東京都立広尾病院病理)、 杉浦昌也 (霞ヶ関ビル診療所)

(9)心 原性塞栓症を合併するNon― valvular AFに おける組織因

子の関与

中村陽一 (光生病院循環器内科)、 草野研吾、中村一文、

江森哲郎、森田 宏 (岡山大学循環器内科)、 由谷親夫 (国立循

環器病センター病理)、 羽室 強 (化血研)、 松原広己、

大江 透 (岡山大学循環器内科)

(10)左 室縮小形成術時に初めて診断できた心サルコイ ドーシス

症例

寺崎文生、神崎裕美子、下村裕章、岡部 員、浮村 聡、

林 哲也、出口寛文、北浦 泰 (大阪医科大学第二内科)、

堀井泰浩、磯村 正、須磨久義 (葉山ハートセンター′さ臓外科)
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(11)In V市 0心 筋細胞アポトーシスモデルの開発

早川健司、竹村元三、香田雅彦、川瀬幸典、丸山留美、藤原久義
(岐阜大学医学部第二内科)、 藤原兌子 (京都女子大学家政学部)

休   憩   コイ′5θ-15′ θθ

一饉ぞ庁専撮F f3」15′θθ-15′55

座 長 :田 中 道雄 (都立広尾病院病理部)

西川 俊郎 (東京女子医科大学病院病理科)

(12)心 臓原発性骨肉腫の一症例

慶児知利、由谷親夫、植田初江、塚本剖音し、池田善彦、福原慎也、

坂東 興 (同心臓血管外科)

(13)剖 検で診断し得た僧帽弁置換術後の肺動脈肉腫の 1例

藤井弘史、大谷 肇、大迫茂登彦、本戸正訓、角田智彦、

山村 匡、藤原祥司、今村洋二 (関西医科大学胸部き臓血管外科)、

自井克昌、四方伸明 (同病理学第二)

(14)右 心房、右心室に多発性に生じ、再発を繰 り返した粘液腫

と考えられる心臓腫瘍の一例

小沼武司、岩田祐輔、丁 毅文、丁 栄市 (綾瀬循環器病院心臓

血管外科)、 西川俊郎 (東京女子医大病理)、 関口守衛 0い筋

ケアシステム(CMCS),ドイツ文化会館ASCI)

(15)初 発時三尖弁狭窄を示し再発時に僧帽弁狭窄の血行動態を

呈した心臓原発 myeloblastomaの 1例

市川健一郎、迫村泰成、谷本京美、石塚尚子、笠貫 宏 (東京女

子医科大学心臓血圧研究所循環器内科)、 西川俊郎 (東京女子医

科大学病理)
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(16)孤 立性心筋緻密化障害 (Isolated noncompaction of

ventricular myocardium:INCV M)の 2例

藤井千恵子、布田伸一、堀田典寛、生沼幸子、石井利枝、品川

亮、久保 豊、大森啓義、大塚邦明、大川真一郎 (東京女子医科

大学附属第二病院内科)、 相羽元彦 (東京女子医科大学附属第二

病院病院病理科)、 辻 徹 (脳神経疾患研究所附属総合南東北病

院小児科)、 西川俊郎 (東京女子医科大学医学部病理学第二)

――離ぞオ言渇菌 f4」 15fb‐5-lδ f 5θ

座 長 :和泉  徹 (北里大学医学部内科学)

瀬川 郁夫 (岩手医科大学第二内科)

(17)臨 床経過と心筋生検像より慢性期活動性心筋炎と考えられ

た 1例

幡 芳樹、岩淵成志、安藤献児、井上勝美、延吉正清 (小倉記念

病院循環器科)、 武田淳史、武田信彬 (東京慈恵会大学青戸病院

第4内科)

(18)発 熱、摂食不良、幻覚で来院し高山l糖、電解質異常、心房

細動を呈し剖検で心筋炎を認めた一症例

三浦秀悦、菅原俊郎、田村悦子、村井啓子、 (盛岡赤十字病院総

合内科)、 佐藤嘉洋、照井克俊、千葉芳久、西城精一 (同循環器

科)、 門間信博 (同病理)、 瀬川郁夫 (岩手医科大学第二内科)

(19)フ ェニ トイン過敏症後にインスリン依存型糖尿病と激症型

巨細胞性心筋炎を発症した 1例

猪又孝元、前澤 寧、竹端 均、松田千絵子、河野 健、

鈴木啓介 (北里大学医学部内科学)、 中畑潤一、青山直善 (同救

命救急医学)、 和泉 徹
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(20)ク ラミジア腟炎治療中に好酸球性心筋心膜炎を発症した 1

例

片山美奈子、平尾和之、山邊健司、高木 力、盛岡茂文 (神戸中

央市民病院循環器センター内科)、 神崎裕美子、寺崎文生、

北浦 泰 (大阪医科大学第二内科)

(21)悪 性リンパ腫の治療中に急性心筋炎様の症状を呈し診断に

難渋した一例

杉浦厚司、森本紳一郎、加藤 茂、加藤靖周、木村勝智、

大槻真嗣、久保奈津子、植村晃久、平光伸也、菱田 仁 (藤田保

健衛生大学循環器内科)

ワークショップ 」δf55-17:55

『心血管系疾患と体液性因子―サイトカインを含めて一」
座 長 :出石 宗仁 (福岡大学医学部内科学第二)

藤原 久義 (岐阜大学医学部第二内科学)

W-1ハ ムスター心筋梗塞 (MI)モ デルにおけるキマーゼ含有肥満

細胞の役割

星野史博、浦田秀則、八尋英二、上原吉就、岡部員典、出石宗仁、

朔啓二郎 (福岡大学医学部第二内科)

W-2ミ オシン誘導自己免疫性心筋炎マウスにおけるTh反 応

西久保公映 (三重大学医学部第 3内科)、 今中―吉田恭子 (同病理

学)、 廣江道昭 (青梅市総合病院循環器科)、 豊崎哲也 (千葉大

学肺検病理)、 玉置繁憲、足立幸彦 (二重大学医学部第 3内科)、

保富康宏 (三重大学医学部 生体防御)

W-3ラ ット圧負荷心モデルの心筋線維化 ・拡張障害の進展におけ

る MCP-1の 意義

甲斐久史、桑原史隆 (久留米大学付属循環器病研究所)、

今泉 勉 (久留米大学医学部第三内科)

-7-



W-4分 離リモデリング心臓モデルにおけるTNF― αの誘導と作用

中村浩士、高田智子、松崎益徳 (山口大学医学部器官制御医科学

講座循環病態内科学 (旧内科学第二講座))

W-5腹 部大動脈瘤の膨隆部と移行部での腫瘍壊死因子―α変換酵

素および腫瘍壊死因子―α発現の比較検討

佐藤英俊、増田友之 (岩手医科大学第二病理)、 佐藤 衛、

中村元行、大平篤志、瀬川郁夫 (同第二内科)、 中島隆之、

川副浩平 (同第三外科)

休   憩   17:55-18:θ 5

特」fJ講が,  18:θ 5-18:55

座 長 :朔 啓二郎 (福岡大学医学部内科学第二)

『肥大型心筋症の長期経過』

久留米大学医学部附属医療 センター 教授 古賀義則

懇親会   19:oo
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11月 25日 (土)

一月ぞ序言爆冨 f5」 θθ:55-θ9:5θ

座 長 :森本紳―郎 (藤田保健衛生大学内科学)

由谷 親夫 (国立循環器病センター病理)

(22)た こつば様左室収縮異常をきたしたリンパ性下垂体炎の一

例

赤り|1英三、廣 高史、高木 昭、上田佳代、名尾朋子、池上直慶、

河村修二、三浦俊郎、藤井崇史、松崎益徳 (山口大学医学部第二

内科)、 井上宣子 (下関厚生病院循環器内科)

(23)急 性期 ・慢性期に心筋生検を施行し得たたこつば型心筋症

の4症 例についての臨床経過および組織学的な検討

挽地 裕、川崎友裕、自石隆吉、近藤克洋、渡邊剛士、古賀久士、

橋本愛子、下稲葉順一、古賀伸彦 (天神会新古賀病院心臓血管セ

ンター)

(24)血 漿 BNP値 を指標として心合併症の経過観察を行なってい

る進行性筋ジス トロフィー症及び保因者の母子例

尾形 仁子、浜辺 晃 (札幌社会保険総合病院内科)、 石川悠加、

石川幸辰、南 良二 (国立療養所八雲病院小児科)、 服部淳夫
(北海道社会保険中央病院病理)

(25)心 筋組織構築改変におけるテネイシン Cの 生物学的役割

一遺伝子改変動物を用いた解析

今中―吉田恭子、木村紀久、玉置将司、横山和人、坂倉照好、

吉田利通 (三重大学医学部病理)

(26)心 筋病変活動性評価におけるテネイシン Cの 有用性

廣江道昭 (青梅市立総合病院循環器科)、 豊崎哲也 (千葉大学肺

検病理)、 西川俊郎 (東京女子医大病理)、 吉田利通、

今中―吉田恭子 (三重大学病理)
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一離ぞ庁言渇F f6」θθ:5θ-lθ:る
座 長 :北浦  泰 (大阪医科大学第二内科)

布田 伸― (東京女子医科大学附属第二病院内科)

(27)ス テロイ ドバルス療法が著効した acute necrotizing

eosinophillc myocarditisの1例

福永隆司、渡辺 望、福岡周司、中川 進 (県立宮崎病院内科)

(28)ア レルギー性肉芽腫性血管炎が原因と考えられた好酸球性

心膜心筋炎の 1例

高田智子、中村浩士、板垣和男、梅本誠治、原口正彦、本村雅広、

山縣俊彦、藤井崇史、松崎益徳 (山口大学医学部器官制御医科学

講座循環病態内科学 (旧内科学第二講座))

(29)ウ イルス感染と好酸球の両者の関与が疑われた急性心筋炎

の一例

横関 整、渡辺 徳、矢崎善一、内川慎―郎、今村 浩、

久保恵嗣 (信州大学医学部第一内科)、 本郷 実 (信州大学医療

短期大学部)

(30)激 症型心筋炎の急性期組織像から予後の予測が可能か ?

中畑潤一、青山直善、山岸高宏、鈴木啓介、相馬一亥、

大和田 隆 (北里大学救命救急)、 猪又孝元、和泉 徹 (北里大

学循環器内科)、 桑尾定仁、亀谷 徹 (北里大学病理)

(31)心 移植 3年 9ヶ 月後に突然死し剖検で脳幹梗塞とともに心

筋病変が認められた 1例

迫村泰成 (東京女子医科大学心臓血圧研究所循環器内科)、

西川俊郎 (同病理)、 小柳 仁 (同循環器外科)、 堀江俊伸 (埼

玉県立循環器呼吸器病センター)、 松田直樹、笠貫 宏
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一般雄  f7」 lθ:45-11,3θ

座 長 :豊崎 哲也 (千葉大学医学部第二内科学)

廣江 道昭 (青梅市立病院循環器科)

(32)心 筋細胞における N―cadherinの 分布異常について

一右室異形成を呈した一乳児例の検討―

池田善彦、由谷親夫 (国立循環器病センター病理)、 下山 豊
(国立大蔵病院外科)、 槙野製一郎 (兵庫県立尼崎病院心臓セン

ター小児部)

(33)ア デノウイルス心筋炎による不整脈源性右室心筋症の一例

大田恵子、中村陽一、今岡丈士、中村一文、森田 宏、草野研吾、

江森哲郎、松原広己、大江 透 (岡山大学医学部循環器内科)、

佐野俊二 (同心臓血管外科)

(34)不 整脈源性右室異形成症 ARV Cに 類似する病理像を呈した

心外膜心筋炎の 1剖 検例

鈴木宏昌、河合祥雄 (順天堂大学循環器内科)、 古村雅利、新田

順一、丹波明博 (武蔵野赤十字病院循環器科)、 滝 和博 (同病

理部)

(35)右 心室拡大を伴わない心室性期外収縮ないし心室頻拍症例

にARVC的 心筋病変をみた症例の検討

関口守衛 (心筋症ケアシステム(CMCS),卜
・
イツ文化会館ASCI)、

西川俊郎 (東京女子医科大学病理学)

事務連絡

閉会の辞

1 1 : 3 0 - 1 1 : 3 5

1 1 : 3 5 - 1 1 : 4 0
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